
Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
％ 7 8 .6 — 7 4 .0 7 9 .5 8 1 .4 9 0 .0

Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
％ 9 2 .6 8 8 .9 8 3 .3 8 3 .3 9 5 .8 1 0 0

Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
冊 5 9 .3 6 0 .6 5 8 .1 5 6 .7 5 8 .5 6 5 .0

Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
冊 8 .4 1 0 .2 1 0 .4 8 .6 7 .9 1 5 .0

実　 　 績　 　 値

担当課評価

施策 ２ 　 豊かな心と 健やかな体の育成

【 項目】
自分にはよ いと こ ろ がある と 考える
児童生徒の割合

【 説明】
全国学力・ 学習状況調査　 質問紙調査において、
「 自分にはよ いと こ ろ がある 」 と 回答し た児童生
徒の割合

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）

【 項目】
「 規律ある 態度」 達成度80％以上の
項目数の割合

【 説明】
埼玉県学力学習状況調査　 質問紙調査において、
達成率が80％以上であ っ た項目数の割合（ 対象
小・ 中学生）

実　 　 績　 　 値

担当課評価

【 担当課】

教育指導課

・ 進捗は順調です。
・ 各学校において、 すべての教育活動を 通じ て、 自己存在感や自己肯定感、 それら
　 に裏付けら れた自己有用感など を 育んでいき ま す。

指標１

指標２

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）

目標値
（ Ｒ ７ ）

単位
現在値

（ Ｒ １ ）

指標４

【 項目】
生徒一人あ たり の読書冊数

【 説明】
川越市小江戸中学生読書手帳活用状況調査に記入
さ れた平均読書冊数

【 担当課】

教育指導課

・ 進捗は順調です。
・ こ こ 数年、 コ ロ ナ禍の影響で激減し ていま し たが、 例年と 比べ大幅に増加し ま
　 し た。 規律ある 態度が児童生徒に身に付いてき ている こ と が分かり ま す。
・ 児童生徒の規律ある 態度の向上のため、 引き 続き 、 学校訪問等によ る 学校への支援
　 や、 保護者会等における 家庭への啓発に努めま す。

実　 　 績　 　 値

【 担当課】

教育指導課

・ 進捗は順調です。
・ 令和4年度よ り も 実績値が上昇し たも のの、 今後よ り 一層の改善を 目指し ま す。
・ 「 読書紹介文コ ン ク ール」 や「 小江戸読書名人賞」 「 小江戸小・ 中学生ビ ブリ
　 オバト ル」 等、 児童が本を 手に取る 機会と なる よ う な取組を 継続的に行いま す。
・ 各取組について、 各校の学校司書と の連携を 図り ま す。

実　 　 績　 　 値

担当課評価

【 担当課】

教育指導課

・ 進捗はあ ま り 順調ではあ り ま せん。
・ 2年連続で実績値が減少し ており 、 今後の取組には改善が必要です。
・ 「 読書紹介文コ ン ク ール」 や「 小江戸読書名人賞」 「 小江戸小・ 中学生ビ ブリ オバ
　 ト ル」 等、 生徒が本を 手に取る 機会と なる よ う な取組を 継続し ま す。
・ 図書廃棄を 適切に進める こ と で、 学校図書の蔵書の入れ替えを 計画的に行い魅力あ
　 る 図書館づく り を 進めていき ま す。

指標３

【 項目】
児童一人あ たり の読書冊数

【 説明】
川越市小江戸読書マラ ソ ン 実施状況調査における
実施期間中の平均読書冊数

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）

担当課評価

重 点 施 策
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Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
％ 9 5 .9 — 9 7 .2 9 6 .8 9 6 .6 1 0 0

Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
小 0 .7 8 0 .8 8 1 .1 7 1 .6 5 2 .2 7 0 .3 9
中　 3 .6 3 .8 4 .9 5 .6 6 .2 1 .8

Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
％ 8 1 .0 — 7 6 .2 7 4 .6 7 3 .5 8 5 .0

【 担当課】

教育指導課

・ 進捗は順調ですが、 令和5年度の実績値が令和4年度の実績値よ り 減少し ている
　 ため、 今後の取組には改善が必要です。
・ 児童生徒のいじ めについての理解を 深める ため、 教育活動全体を 通じ て、 継続
　 的に指導し ていき ま す。

実　 　 績　 　 値

担当課評価

【 担当課】

教育セン タ ー

・ 進捗は順調ではあり ま せん。
・ 近年児童生徒を 取り 巻く 社会環境の変化に加え、 不登校の背景や要因が多岐に
　 渡っ ている ため、 数値が上昇し ている と 考えら れま す。
・ 「 不登校児童生徒支援プラ ン 」 に基づき 、 不登校児童生徒を 受け入れる 環境と 体
　 制が少し ずつ整備さ れていま す。
・ 各学校へ「 校内学習室」 の設置を 推進し 、 不登校や教室に入り づら い児童生徒の
　 教室以外での学校内の居場所と 、 多様な教育機会の確保に努めま す。

実　 　 績　 　 値

担当課評価

【 担当課】

教育指導課

・ 進捗は順調ですが、 令和5年度の実績値が令和4年度の実績値よ り 減少し ている た
　 め、 今後の取組には改善が必要です。
・ 近年の気候変動によ る 熱中症の危険性から 、 体育科授業を はじ めと する 体育的活
　 動が十分に行えなかっ たこ と や、 令和5年度から 部活動の朝練習を 中止し たこ と
　 によ り 、 児童生徒の運動機会が減少し たと 考えら れま す。
・ 今後も 、 児童生徒がよ り 多く の体育的活動に取り 組める よ う に学校を 支援し ま す。

【 項目】
不登校児童生徒の割合

【 説明】
年間30日以上の欠席（ 病気・ 経済的理由等を 除
く ） の児童生徒の割合

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）

％

【 項目】
新体力テス ト の目標値達成児童生徒
の割合

【 説明】
埼玉県が設定する 、 新体力テス ト 指標のＡ 、 Ｂ 、
Ｃ を 達成し た児童生徒の割合（ 小・ 中学校平均
値）

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）

指標６

指標７

実　 　 績　 　 値

担当課評価

施策 ２ 　 豊かな心と 健やかな体の育成

【 項目】
いじ めは、 ど んな理由があ っ ても い
けないと 考える 児童生徒の割合

【 説明】
全国学力・ 学習状況調査　 質問紙調査において、 「 い
じ めは、 ど んな理由があ っ ても いけない」 と 回答し た
児童生徒の割合（ 対象： 小学校第6学年・ 中学校第3学
年）

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）

指標５
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総合評価

B

学 識 経 験 者
意 見 等

・ 学校は1つの社会であり 、 指標１ と 指標２ の背後にある 、 学校生活がき ちんと 行え
　 る こ と も 大切だと 考える 。
・ 中学生の読書量については、 本のページ数にも よ る ため、 単に冊数のみを 指標と
　 する こ と は今後改善の必要がある と 考える 。
・ 1冊全部読み切る こ と の他に、 様々な文献に触れる こ と も 必要だと 考えている 。
　 ビ ブリ オバト ルのよ う に、 自分の好き な部分を 語る こ と のでき る よ う な取組も 継
　 続し ていただき たい。
・ 学びの場が多様化し ている 。 同年代と 接する 場と なる 学校だけを 考える のではな
　 く 、 今後は様々な対応を 考える 必要がある 。
・ 不登校である 自分のこ ど も に対し て、 元気に学校に毎日行っ てほし いと 切実に思
　 っ ている 保護者は大勢いる 。 そのよ う な気持ちにも 応える 取組であ っ てほし い。
・ こ ど も たちの居場所づく り も 課題であり 、 校内学習室の設置など は良い取組だと
　 考える 。
・ オンラ イ ン の活用は、 今後、 こ ど も 一人ひと り の興味に合わせたこ ど も の可能性
　 を 広げる 手段と なる と 考える 。
・ 新体力テス ト の実績値について、 コ ロ ナ禍の期間を 踏ま える と 、 目標値を 達成す
　 る 児童生徒の割合が回復する のはさ ら に先だと 考える 。 運動する 機会や時間数そ
　 のも のが減っ ている 中で、 対応の工夫が必要だと 考える 。
・ 不登校については課題が多く ある ため、 し っ かり と 意識し て取り 組んでいただき
　 たい。

施策 ２ 　 豊かな心と 健やかな体の育成

総 合 評 価 に
つ い て

　 全体と し て進捗はおおむね順調であり 、 評価も おおむね良好です。
　 特に、 指標１ の「 自分にはよ いと こ ろ があ る と 考える 児童生徒の割合」 と 、 指標２
の「 「 規律ある 態度」 達成度80％以上の項目数の割合」 については高い実績値と な
り 、 豊かな心と 健やかな体の育成についての取組が順調に進んでいま す。
　 し かし 、 実績値が後戻り し た指標も あり ま す。 指標４ に係る 一人あ たり の読書冊数
については、 学校図書の蔵書の入れ替えを 計画的に行い魅力ある 学校図書館づく り を
進め、 指標６ に係る 不登校児童生徒への対応については、 校内学習室設置を 推進し 、
教室以外での学校内の居場所と 多様な教育機会の確保に努める など 、 引き 続き 、 それ
ぞれの指標の目標達成に向けた取組を 進めま す。
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【 施策】 　 ２ 　 豊かな心と 健やかな体の育成
【 施策の柱】

関連指標

指標１

現状

課題

関連指標

指標２

現状

課題

令和５ 年度の
主 な 実 績

施 策 の 内 容
・ 埼玉県学力・ 学習状況調査の質問紙調査及び市で実施し ている 「 規律あ る 態度」 の調査の結
　 果を 分析する と と も に、 毎年度継続し て本人・ 保護者・ 学校が共有・ 活用する こ と で、 学校
　 と 家庭が連携し 、 児童生徒一人ひと り の規律ある 態度の育成に努めま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

令和５ 年度の
主 な 実 績

・ 学期ご と の生徒指導推進訪問の実施　 56校（ 市立学校全校）
・ 学校の実態に合っ た指導のための担当指導主事によ る 訪問・ 支援　 56校（ 市立学校全校）

現 状 ・ 課 題

・ 調査結果によ る と 「 規律ある 態度」 の調査では、 「 時刻を 守る 」 「 身の回り の整理整頓を
　 する 」 「 ていねいな言葉づかいを 身に付ける 」 「 生活のき ま り を 守る 」 の質問項目は、 ど
　 の学年においても 80％以上の達成率を 示し ていま す。

・ 本市の課題及び重点について、 学校に周知徹底を 図る 必要があ り ま す。

細 施 策 ①道徳教育の充実

施 策 の 内 容

・ 児童生徒の豊かな心を 育成する ため、 道徳科の全体計画及び年間計画に基づき 、 道徳教育
　 推進教師を 中心と し た指導体制を 強化し 、 道徳教育の充実を 図り ま す。
・ 「 考え議論する 道徳」 の授業を 実践する ため、 教員研修を 推進し ま す。
・ 道徳科の授業を 保護者や地域に公開する など 、 家庭・ 地域と 連携し た道徳教育を 推進し ま
　 す。

【 教育指導課・ 教育セン タ ー】
・ 学校指導訪問を 通し た教員への指導　 27回実施
・ 道徳教育研修会や学校指導訪問等を 通し ての指導力の向上
・ 道徳教育研修会の実施( 初任者研修・ 中堅教諭等資質向上研修・ 道徳科授業ス タ ン ダード 研
　 修会） 　 延べ286名参加

現 状 ・ 課 題

【 教育指導課・ 教育セン タ ー】
・ 道徳教育研修会や学校指導訪問等を 通し て、 児童生徒の道徳性を 養い、 道徳的な判断力、 心
　 情、 実践意欲・ 態度を 育てる ための指導力の向上を 図っ ていま す。

【 教育指導課・ 教育セン タ ー】
・ 教員一人ひと り の授業力を さ ら に高める 必要があ り ま す。 特に経験年数の少ない教員の、 道
　 徳教育への理解や指導技術に課題があ り ま す。

(1 )豊かな心を 育む教育の推進
担当課

教育指導課・ 教育センタ ー

担当課

教育指導課

課 題 解 決 の
た め の 取 組

【 教育指導課・ 教育セン タ ー】
・ 道徳教育研修会や学校指導訪問等において、 中心発問の設定の仕方等具体的な授業づく り
　 についての指導を 通し て、 実践的指導力の向上を 図る と と も に、 道徳科における 「 主体的・
　 対話的で深い学び」 の実現を 図り ま す。

細 施 策 ②規律ある 態度の育成の推進

・ 学校だよ り やホーム ページ、 保護者会等の機会を 通し て情報提供や啓発活動を 行い、 学校と
　 家庭が連携し て児童生徒の規律あ る 態度の育成に努めま す。
・ 指導主事等が学校を 訪問し た際には、 本市及び各学校の課題を 把握し 、 その課題に即し た支
　 援を 行いま す。
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【 施策】 　 ２ 　 豊かな心と 健やかな体の育成
【 施策の柱】

関連指標

－

現状

課題

(1 )豊かな心を 育む教育の推進
担当課

教育指導課

項目名（ 単位） 令和3年度 令和4年度 令和5年度

小学校6年生を 対象と し た市
立博物館等での学習の実施校
数（ 校）

32 32

施 策 の 内 容

・ 各教科、 特別の教科道徳、 外国語活動、 総合的な学習の時間、 特別活動を 通し て、 日本及び
　 川越の伝統文化の理解や国際理解教育を 推進し ま す。
・ 児童生徒によ る 地域行事への積極的な参加や市内教育施設の利用を 通し て、 川越の歴史、 人
　 物等の魅力を 体感する 活動を 推進し ま す。
・ 文化ス ポーツ 部主催の「 子ど も 文化芸術体験事業」 の活用や市立美術館と の連携事業を 通し
　 て、 児童生徒の文化芸術体験の充実を 図り ま す。

成 果 実 績

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 日本及び川越の伝統文化への理解や国際理解教育の更なる 推進を 図り ま す。
・ 授業実践や研修を 通し 、 好事例を 全市立学校で共有する など し て、 川越市ふる さ と 学習
　 の推進を 図り ま す。

令和５ 年度の
主 な 実 績

・ 市立博物館及び美術館における 学習の実施　 32校（ 市立小学校全校）
　 ※小学校3、 6年生で実施

現 状 ・ 課 題

・ 本市の歴史や文化等に係る 充実し た学びが進んでいま す。

・ 博物館・ 美術館学習に向けた事前学習及び事後学習の充実が課題です。
・ 各学校の実態にあ っ た伝統や文化に関する 教育の実践を 行う 必要があり ま す。

32

細 施 策 ③伝統や文化に関する 教育の充実
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【 施策】 　 ２ 　 豊かな心と 健やかな体の育成
【 施策の柱】

関連指標

指標３

現状

課題

施 策 の 内 容

・ 読書活動を 通し て児童生徒が言語を 学び、 表現力を 高め、 感性を 磨き 、 想像力を 豊かなも の
　 にし ていく 過程で、 豊かな情操を 育成し ま す。
・ 保護者に対し て、 読書活動に関する 情報提供を 行い、 家庭における 読書習慣の重要性につい
　 て共通理解を 図り ま す。
・ 引き 続き 、 小江戸読書マラ ソ ン や、 小江戸中学生読書手帳によ り 、 読書活動を 推進し ま す。
・ 図書や図書館への興味・ 関心を 持たせる ため、 市立図書館職員の学級訪問を 通じ て、 読書活
　 動の推進に努めま す。
・ 小・ 中学生に薦めたい図書のリ ーフ レ ッ ト を 作成し 、 児童生徒が読書に親し む環境の充実に
　 努めま す。
・ 市立小学校・ 中学校・ 特別支援学校に学校司書を 配置し 、 学校図書館の充実を 図り ま す。

令和５ 年度の
主 な 実 績

【 中央図書館】
・ 令和5年3月「 第四次川越市子ど も 読書活動推進計画」 策定
・ 小学校3年生に対し 、 学級訪問及び学級招待を 実施（ 小学校32校、 92学級、 2, 829名参加）
・ 小学校1年生に対し 、 学級訪問を 実施（ 10校、 30学級、 875名参加）
・ 推薦図書を 掲載し たリ ーフ レ ッ ト 配布　 小学生用　 4回、 中学生用　 1回
【 教育指導課】
・ 小江戸読書マラ ソ ン の配布　 小学校児童
・ 小江戸中学生読書手帳の配布　 中学校生徒
・ 読書啓発リ ーフ レ ッ ト の作成・ 配布　 小学校新1年生保護者
・ 小江戸読書名人賞　 1, 889名受賞
・ 読書紹介文コ ン ク ールの実施　 190作品提出
・ 小江戸小・ 中学生ビ ブリ オバト ルの開催
・ 学校司書配置によ る 学校図書館の充実　 54校配置（ 市立小中学校全校）

現 状 ・ 課 題

【 中央図書館】
・ 学級訪問及び学級招待を 実施し 、 読書活動の推進を 図っ ていま す。
・ 推薦図書を 掲載し たリ ーフ レ ッ ト を 配布し 、 周知を 行っ ていま す。
【 教育指導課】
・ 読書マラ ソ ン や読書手帳の取組、 読書紹介文コ ン ク ールやビ ブリ オバト ルを 実施し 、 読書活
　 動の推進が図れていま す。

【 中央図書館】
・ 「 第四次川越市子ど も 読書活動推進計画」 に基づき 、 学級訪問及び学級招待の他、 こ ど も が
　 本に親し むための機会を 幅広く 提供する 必要があ り ま す。
【 教育指導課】
・ 質問調査の「 読書が好き ですか」 の問いで、 全国平均よ り 小学校は若干ではあ る が低い結果
　 と なっ ており 、 さ ら に楽し く 読書に親し める 環境の充実を 図っ ていく こ と が課題です。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

細 施 策 ④読書活動の充実

(1 )豊かな心を 育む教育の推進
担当課

中央図書館・ 教育指導課

【 中央図書館】
・ 「 第四次川越市子ど も 読書活動推進計画」 に基づく こ ど も の読書活動を 推進する ため、 他機
　 関と の連携を 図る と と も に、 引き 続き 学級訪問及び学級招待を 実施し ま す。
【 教育指導課】
・ 小江戸読書名人賞、 読書紹介文コ ン ク ール、 小江戸小・ 中学生ビ ブリ オバト ルを 引き 続き 実
　 施し 、 児童生徒が読書に親し む環境のよ り 一層の充実を 図り ま す。

その他の関連指標：指標４
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【 施策】 　 ２ 　 豊かな心と 健やかな体の育成
【 施策の柱】

関連指標

－

現状

課題

【 施策の柱】
関連指標

指標５

現状

課題

施 策 の 内 容
・ 校外の自然体験や農業体験を 通し て、 学校における 体験学習活動の充実を 図り ま す。
・ 市立小・ 中学校児童生徒を 対象に、 福祉体験、 異文化体験、 農業園芸体験等、 地域や学校の
　 実態に応じ た特色ある 教育活動を 創造し 、 実施し ま す。

成 果 実 績

令和５ 年度の
主 な 実 績

・ 実施校　 小学校： 32校   中学校： 22校

現 状 ・ 課 題

・ 学校の実態に応じ て、 驚き や感動を 体験でき る 特色ある 教育活動を 実施し ま し た。

・ 小・ 中学校の連携や、 地域人材の活用など 地域に根ざし た学校づく り の推進が必要です。

現 状 ・ 課 題

施 策 の 内 容

・ 「 川越市いじ め防止等のための基本的な 方針」 に沿っ て 、 いじ めの未然防止、 早期発見、 早期対
　 応する と と も に、 学校の「 学校いじ め対策委員会」 の機能を 充実さ せ、 いじ めの積極的な認知、
　 組織的な対応の徹底を 図り ま す。
・ Ｓ Ｎ Ｓ 等を 通し て発生する いじ めの防止対策、 学校指導体制や相談体制の整備、 いじ め相談窓口
　 の周知に努めま す。
・ 児童生徒が自ら いじ め問題について考え 、 いじ め問題に正面から 向き 合い、 「 いじ めは絶対に許
　 さ な い」 と いう 雰囲気を 学校全体に醸成でき る よ う に努めま す。
・ 児童生徒一人ひと り の自分に自信を 持つ自己肯定感や自分は役に立っ ている と いう 自己有用感を
　 育み、 学級、 学年への所属感が高ま る よ う な学校経営に努め、 いじ め防止を 推進し ま す。
・ 定期的にア ン ケ ート 調査や教育相談等を 実施する こ と によ り 、 児童生徒及び保護者が日頃から い
　 じ めを 訴え やすい機会や場を 作り ま す。
・ 教職員の生徒指導力の向上、 いじ め問題対応等の資質能力の向上を 推進する と と も に、 専門性を
　 生かし た関係職員・ 機関と の連携や調整を 積極的に推進し ま す。
・ 児童生徒の代表がいじ めの未然防止等について話し 合う 、 川越市小・ 中学校児童生徒連絡協議会
　 等を 活用し 、 いじ めの未然防止に自発的に取り 組む児童生徒の育成に努めま す。

細 施 策 ①いじ め防止対策の推進

細 施 策 ⑤体験活動の充実

令和4年度 令和5年度

課 題 解 決 の
た め の 取 組

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 生徒指導推進訪問や各種研修会を 通し て学校の生徒指導上の諸課題を 共有し 、 いじ めの認
　 知・ 認定、 初期対応の徹底や早期解決、 解消に向けて指導助言し ていき ま す。
・ 川越市いじ め・ 不登校対策検討委員会で作成し た授業用ツ ールを 、 年度当初等に活用し ま
　 す。

(1 )豊かな心を 育む教育の推進
担当課

教育指導課

項目名（ 単位） 令和3年度

・ 福祉体験、 異文化体験、 農業園芸体験等、 地域や学校の実態に応じ 、 地域人材の活用も 含め
　 た特色あ る 教育活動と なる よ う 工夫し ま す。

令和５ 年度の
主 な 実 績

体験活動実施校数（ 校）
小学校： 11
中学校：  9

小学校： 19
中学校： 16

小学校： 32
中学校： 22

(2 )生徒指導の充実
担当課

教育指導課

・ 児童生徒の命に関わる 深刻化、 重篤化する いじ め事案は発生し ていま せん。
・ いじ めの認知件数は小・ 中学校と も に増加し ていま す。 軽微な事案も 積極的にいじ めと 捉え
　 て対応し ている 結果と 認識し ていま す。

・ 児童生徒について、 いじ めに対する 理解を 深める 必要があり ま す。

・ 生徒指導推進訪問　 毎学期訪問（ 56校×3回）
・ 「 いじ めアン ケート 」 の実施　 2回
・ 川越市いじ め問題対策委員会の開催（ 第三者によ る 川越市のいじ め対応等への指導助言）
　 3回
・ 川越市いじ め・ 不登校対策検討委員会の開催（ いじ め未然防止のための授業用ツ ール作成）
　 5回
・ 「 ス ト ッ プいじ め」 リ ーフ レ ッ ト の配布　 56校（ 市立学校全校）

- 29 -



【 施策】 　 ２ 　 豊かな心と 健やかな体の育成
【 施策の柱】

関連指標

指標６

現状

課題

関連指標

指標６

現状

課題

令和５ 年度の
主 な 実 績

・ さ わやか相談員配置 22校( 市立中学校全校)
・ ス ク ールソ ーシャ ルワ ーカー配置 7名（ 拠点型配置（ 学校） 5名、 派遣型配置2名）
・ 教育セン タ ー第一分室（ リ ベーラ ） 臨床心理士配置 1名
・ 教育支援室（ つばさ 教室） での指導・ 支援を 受けた生徒 9名
・ 教育支援室（ 小学生学習支援室） での指導・ 支援を 受けた児童 8名
・ 学生によ る 不登校児童生徒支援事業　 17名の学生が延べ148回活動
・ 川越市いじ め・ 不登校対策検討委員会によ る 「 校内教育支援セン タ ー（ 校内学習室） 活
　 用事例集」 を 作成

現 状 ・ 課 題

・ 不登校児童生徒数は年々増加傾向にあ り ま す。
　 （ 小学校R4 290名→R5 389名、 中学校R4 491名→R5 546名）
・ コ ロ ナ禍で事業を 中止し ていた「 学生によ る 不登校児童生徒支援事業」 を 再開し ま し た。
・ 校内学習室については、 小学校が32校中26校、 中学校が22校中20校で設置し ま し た。
・ 市立学校全校56校中50校が、 ス ク ールソ ーシャ ルワ ーカ ーを 活用し ま し た。

・ 校内学習室を 全校に設置する と と も に、 活動内容を さ ら に充実さ せる 必要があ り ま す。
・ 増え続ける 不登校児童生徒の居場所づく り と 学びの機会の確保が急務です。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 校内学習室を 各校訪問し て取組内容を 把握し 、 効果的な取組について指導助言を 行いま す。
・ 家庭、 校内学習室、 教育支援室等において一人一台端末を 活用し 、 オン ラ イ ン で授業を 受け
　 たり 、 所属する ク ラ ス と のつながり を 作っ たり する こ と ができ る よ う にし ま す。

施 策 の 内 容

・ 小・ 中学校における 不登校問題の解消に向けて、 「 いき いき 登校サポート プラ ン 」 を 推
　 進し 、 学校、 家庭、 多様な立場の専門家、 地域が連携し 、 一体と なっ た取組を 進めま す。
・ いじ め・ 不登校対策検討委員会において、 協議内容や成果物を 基に不登校問題の未然防止
　 や早期発見・ 早期対応に向け、 具体的な取組を 推進し ま す。
・ 学校・ 家庭及び福祉関連機関と の連携や、 Ｉ Ｃ Ｔ の活用など によ り 、 不登校や不登校傾向
　 にあ る 児童生徒の支援の充実を 図り ま す。
・ 臨床心理士やス ク ールソ ーシャ ルワ ーカ ー等の専門家を 活用し た相談体制の充実を 図る こ
　 と で、 不登校児童生徒や保護者を 支援し 、 不登校解消を 目指し ま す。
※「 いき いき 登校サポート プラ ン 」 については、 令和4年度から 「 不登校児童生徒支援プ
　 ラ ン 」 に名称を 変更し ていま す。

細 施 策 ②不登校対策の推進

令和５ 年度の
主 な 実 績

・ さ わやか相談員によ る 年間の相談件数 13, 502件（ 解決し た件数の割合 68. 6％）
・ 面接相談、 電話相談、 いじ め相談直通電話、 いじ め相談電子窓口の相談延べ件数 3, 334件
・ 臨床心理士によ る 相談延べ件数 187件

細 施 策 ③教育相談の充実

施 策 の 内 容

・ 全市立中学校配置のさ わやか相談員の資質向上を 図る と と も に、 特色あ る さ わやか相談室づ
　 く り を 推進し 、 不安や悩みを 持つ児童生徒が相談し やすい教育相談体制を 推進し ま す。
・ ス ク ールカ ウ ン セラ ーや教育セン タ ー第一分室（ リ ベーラ ） の臨床心理士など 、 専門的知識
　 を 有する 人材を 活用し た教育相談体制の充実及び教職員研修会や保護者向けセミ ナー等での
　 活用の周知を 図る と と も に、 リ ベーラ 、 教育セン タ ー第二分室の他、 教育セン タ ーや川越市
　 民サービ ス ス テーショ ン を 活用し 、 幅広く 、 児童生徒、 保護者、 学校に寄り 添う 教育相談を
　 行いま す。

現 状 ・ 課 題

・ さ わやか相談員が、 いじ め・ 不登校・ 友人関係・ 心身の悩み等、 多様な相談に応じ ま し た。
・ 市内全域から の相談者を 受け入れやすく する ため、 教育相談支援員によ る 面接相談を 、 教育
　 セン タ ー第一分室（ リ ベーラ ） の他に、 川越市民サービ ス ス テーショ ン （ 月曜日） 、 教育セ
　 ン タ ー第二分室（ 水曜日） 、 教育セン タ ー（ 木曜日） で開設し ていま す。

・ 中学校における さ わやか相談員の活用は周知さ れていま すが、 小学校でのさ わやか相談員の
　 活用については、 学校によ っ て差があ り ま す。
・ 相談内容が多様化・ 複雑化し 、 緊急性の高い相談や学校と の連携が必要な相談が増えていま
　 す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 教育相談に係る 研修での情報提供を 通し て、 小学校支援を 含めたさ わやか相談室及びさ わや
　 か相談員の活用を 図り ま す。
・ 緊急性が高い相談については、 引き 続き 臨床心理士が即時対応でき る よ う にし ま す。 ま た、
　 教育相談支援員等が臨床心理士から ス ーパーバイ ズを 受ける こ と で、 専門性を 要する 相談に
　 対応でき る よ う にし ま す。

(2 )生徒指導の充実
担当課

教育センタ ー

担当課

教育センタ ー
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【 施策】 　 ２ 　 豊かな心と 健やかな体の育成
【 施策の柱】

関連指標

－

現状

課題

成 果 実 績

現 状 ・ 課 題

・ 薬物乱用についての児童生徒の知識理解が進んでいま す。
・ 学校における 感染症対策に関し て、 各学校へ適宜適切な情報発信を 行っ ていま す。

・ 性に関する 指導、 薬物乱用防止教室についての保護者の積極的な参加と 家庭や地域へのさ ら
　 なる 啓発が必要です。
・ 女子ト イ レ に設置し た生理用品を 児童生徒が正し く 使用でき る よ う に、 各学校における 保健
　 指導を 引き 続き 継続し ていく 必要があ り ま す。
・ 感染症対策についての対応と 基本的な対策の継続を 図る 必要があ り ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 性に関する 教育や薬物乱用防止教室について学校だよ り やホ ーム ページ等の活用によ り 家庭
　 や地域への啓発を 充実さ せま す。
・ 女子ト イ レ に設置し た生理用品を 児童生徒が正し く 使用でき る よ う に、 各学校における 保健
　 指導を 引き 続き 継続し ていき ま す。
・ 感染症発生時及び日頃の基本的な感染症対策について、 児童生徒の実態に応じ て対応でき る
　 よ う 指導を 行いま す。

細 施 策 ①学校保健活動の推進

令和５ 年度の
主 な 実 績

・ 関係機関と の食物アレ ルギー・ ア ナフ ィ ラ キシー対応に係る 情報共有と 各学校への通知
　 （ 通年）
・ 発達段階に応じ た薬物乱用防止教室の実施　 1回　 56校（ 市立学校全校）
・ 生理用品を 女子ト イ レ に一定期間設置し 現状を 把握する ための取組　 56校（ 市立学校全校）
・ 学校に対する 適切な換気やマス ク の着脱についての指導　 56校（ 市立学校全校）

(3 )健康の保持増進と 体力向上の推進
担当課

教育指導課

施 策 の 内 容

・ 食物アレ ルギー・ アナフ ィ ラ キシー対応については、 教職員研修の実施や関係機関と の連携
　 によ り 学校における 対応の充実を 図り ま す。
・ 発達段階に応じ た性に関する 教育及び指導、 最新の情報を 取り 入れた薬物乱用防止教育の保
　 健教育を 推進し ま す。
・ 基本的な感染症対策を 継続する と と も に、 児童生徒及び教職員の感染症に対する 意識が低下
　 し ないよ う 指導徹底し 、 学校における 感染及び感染拡大のリ ス ク を 低減し 、 児童生徒の健康
　 の保持増進と 健やかな学びの確保に努めま す。
・ 学校における 感染症対策に関し て、 家庭・ 地域に適宜適切な情報発信を 行い、 理解・ 協力を
　 得て、 学校教育活動を 柔軟かつ効果的に推進し ま す。

薬物乱用防止教室の実施校数
56校

（ 市立学校全校）
56校

（ 市立学校全校）
56校

（ 市立学校全校）

項目名（ 単位） 令和3年度 令和4年度 令和5年度
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【 施策】 　 ２ 　 豊かな心と 健やかな体の育成
【 施策の柱】

関連指標

指標１

現状

課題

関連指標

－

現状

課題

成 果 実 績

細 施 策 ③食育の推進

施 策 の 内 容

・ 児童生徒が、 食に関し て正し い知識と 望ま し い食習慣を 身に付け、 生涯にわたっ て健康に生
　 き る ための力を 育むこ と を 目的と し た食育を 進めま す。
・ 研修会等を 実施し 、 各学校の食育推進リ ーダーを 育成し ま す。
・ 食に関する 指導を 推進する ため、 栄養教諭や各学校の食育推進リ ーダーを 中心と し た指導体
　 制の整備を 推進し 、 学校・ 家庭・ 地域への啓発や情報提供など の充実を 図り ま す。

令和５ 年度の
主 な 実 績

【 教育指導課】
・ 小学校低学年では学級活動、 小学校高学年およ び中学校では家庭科の時間を 中心と し た、
　 食育指導の実施
・ 栄養教諭によ る 食に関する 指導の実施回数： 76回
【 学校給食課】
・ 「 食に関する 指導」 の実施 32校（ 市立小学校全校） 　 対象 小学校2年生　 延べ5, 344名
・ 学校から の依頼によ る 各授業への給食指導（ 道徳や家庭科など ） の実施　 165回　 15, 761名

細 施 策 ②「 いのちの教育」 の推進

令和５ 年度の
主 な 実 績

・ がん教育における 川越市で作成し たリ ーフ レ ッ ト の配付（ 市立小学校6年生、 市立中学校2年
　 生） 及び、 それを 活用し た各学校での指導の実施
・ 性に関する 指導における 学習指導要領に基づく 指導の実施　 54校（ 市立小中学校全校）
・ 性に関する 指導における 市内関係機関の講師を 活用し た指導の実施 ( 市立中学校20校）
・ 市内関係機関と 連携し た救命教育における 指導の実施（ 市立小学校11校　 市立中学校4校）

現 状 ・ 課 題

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ がん教育や救命教育、 胸骨圧迫及びＡ Ｅ Ｄ 使用など の心肺蘇生法の指導について、 外部指導
　 者等と 連携を 図り 、 児童生徒の実態に応じ た授業改善を 行いま す。
・ 引き 続き 、 性に関する 指導について、 市内関係機関と 連携し たり 、 体力向上推進委員会にお
　 いてよ り 効果的な指導方法を 研究し たり する こ と で、 指導を 充実さ せま す。

現 状 ・ 課 題

・ 社会科や家庭科、 体育科、 特別活動等、 教育課程に位置付けた計画的な「 食に関する 指導」
　 を 市立小学校全校で実施し ていま す。

・ 研修会等の機会を 捉えて、 食に関する 指導の重要性を 高めていく こ と が課題です。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

【 教育指導課】
・ 掲示物や配布物を 活用し 、 家庭・ 地域への啓発や情報提供を 行いま す。
【 学校給食課】
・ 今後も 、 市内全小学校2年生を 対象に「 食の大切さ 」 を 伝える 授業を 実施し ま す。

教育指導課・ 学校給食課

項目名（ 単位） 令和3年度 令和4年度 令和5年度

食に関する 指導を 実施し た小
学校数（ 校）

32 32 32

施 策 の 内 容

・ 全教育活動を 通し て命の大切さ に関する 指導を 行い、 自他の生命を 尊重でき る 児童生徒を 育
　 成し ま す。
・ がんについての正し い理解と 、 健康と 命の大切さ について主体的に考える こ と ができ る 児童
　 生徒を 育成し ま す。
・ 救急救命に関する 知識や、 胸骨圧迫、 Ａ Ｅ Ｄ 使用など の心肺蘇生法が実践でき る 児童生徒を
　 育成し ま す。
・ 市内関係機関と 連携し 、 各学校で性に対する 正し い知識を 理解さ せ、 全ての児童生徒が互い
　 に理解・ 尊重でき 、 命を 大切にする 指導に取り 組んでいき ま す。

(3 )健康の保持増進と 体力向上の推進
担当課

教育指導課

担当課

・ がん教育や救命教育、 胸骨圧迫及びＡ Ｅ Ｄ 使用など の心肺蘇生法の指導等によ り 、 児童生徒
　 の知識理解が進んでいま す。
・ 性に関する 内容についての児童生徒の知識理解が進んでいま す。

・ がん教育や救命教育、 胸骨圧迫及びＡ Ｅ Ｄ 使用など の心肺蘇生法の指導等における 効果的な
　 外部講師の活用と 各学校の実態に応じ た授業改善が必要です。
・ 性に関する 指導については、 児童生徒の発達段階を 踏ま える こ と 、 保護者の理解を 得る こ
　 と 、 各教科における 指導と 個別指導の連携を 密にし て指導する こ と に配慮し 、 学校教育全体
　 を 通じ て、 引き 続き 指導を 充実さ せる 必要があり ま す。
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【 施策】 　 ２ 　 豊かな心と 健やかな体の育成
【 施策の柱】

関連指標

指標７

現状

課題

細 施 策 ④体力向上の推進

現 状 ・ 課 題

・ 体育科授業を はじ めと する 体育的活動に取り 組みま し た。

・ 新体力テス ト 指標のＡ 、 Ｂ 、 Ｃ を 達成し た児童生徒の割合が小学校で72. 5％（ 令和4年
　 度比＋1. 4ポイ ン ト ) と なり 回復傾向にあ っ たが、 中学校で74. 4％( 令和4年度比-3. 7ポイ
　 ン ト ) と なり 、 体力の低下傾向が見ら れま す。
・ 思い切り 運動ができ る よ う になり 、 ｢運動が好き ｣と 回答する 児童生徒が増えま し たが、
　 コ ロ ナ禍によ り 制限のかかる 活動が3年間続いたため体力は低下傾向にあり ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ ト ッ プアス リ ート ふれあ い事業を 実施し 、 運動好き な児童の育成を 図り ま す。
・ 新体力テス ト の実施、 結果の分析、 情報提供を 行い、 各学校の体力課題の解決が図れる よ
　 う にし ま す。
・ 児童生徒体力向上推進委員会において、 効果的な指導方法の研究を 行い、 児童生徒が主体
　 的に運動でき る 授業の推進を 図り ま す。

(3 )健康の保持増進と 体力向上の推進
担当課

教育指導課

施 策 の 内 容

・ 新体力テス ト の結果を 小学校段階から 毎年度継続し て本人・ 保護者・ 学校が共有し 、 活用す
　 る こ と で、 児童生徒一人ひと り の成長を 支え、 一人ひと り の体力を 確実に伸ばす教育を 推進
　 し ま す。
・ 児童生徒体力向上推進委員会を 中心と し て授業研究会を 行う と と も に、 市立小・ 中学校にお
　 ける 体力アッ プ運動を 推進し ま す。
・ 近隣大学と の連携によ る 「 ト ッ プアス リ ート ふれあ い事業」 等の実施を 通し て、 児童生徒の
　 運動への関心を 高め、 運動好き な児童の育成を 図り ま す。
・ 生徒の豊かな人間性を 育み、 体力向上にも 資する よ う 「 川越市立中学校の部活動の在り 方に
　 関する 方針」 等を 基に、 部活動を 実施し ま す。

令和５ 年度の
主 な 実 績

・ 新体力テス ト を 実施　 55校（ 市立小中学校全校、 市立高等学校）
・ 児童生徒体力向上推進委員会実施（ 体育活動部2回、 保健安全部2回、 全体会1回）
・ 運動部活動の大会の開催
　 （ 主な大会　 通信陸上大会、 学校総合体育大会、 新人体育大会）
・ ト ッ プアス リ ート ふれあ い事業　 6校
　 （ 中央小、 今成小、 芳野小、 高階北小、 寺尾小、 名細小）
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